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～地域づくりを市民の視点から企業化する～ 

岩手県の北上市は東北における工業の拠点としてだけでなく、ユニークな市民活動や広域連携の先進

例としても注目されています。その仕掛け人、中心人物として全国的にも知られているのが軽石 昇氏。  

地域みらい塾の第２回は長年の交友関係にあるコーディネーター 佐々木 俊介（青森公立大学地域

研究センター長）が、地域づくりをより安定的に、より高度なものにしていくために企業化する意義や

可能性について、軽石氏から話を聞き、会場の皆さんとザックバランに意見交換しながら、青森での可

能性を考えていきます。 

日時：11月 26日（土） 

① 問題提起 14:00～15:00 

「地域づくりを企業化する意義 

       －郷土の自然、命、学び、連携」 

ゲスト 軽 石   昇 氏 

（株）展勝地レストハウス 社長 

② 意見交換 15:10～16:30 

「青森で地域づくりを企業化する可能性」 

ゲスト 軽 石   昇 氏 

      コーディネーター 佐々木 俊 介 地域研究センター長 

ところ：青森県観光物産館アスパム６階 岩木 青森市安方一丁目１番４０号 

ゲスト紹介 （株）展勝地レストハウス 社長 軽石 昇 氏 

 日本海側の本庄市から太平洋側の大船渡市までを結ぶ国道１０７号沿線の１６市町村を巻き込んだ交流、物産、観

光の連携活動「バザール街道１０７」の仕掛け人。 

 北上川流域の広域連携や、その手始めとしての江戸時代の舟運を担ったヒラタ舟復元を推進しながら、桜の名所で

ある展勝地を観光、交流の広域拠点にするために奔走中。 

 

○ 受 講 料 無 料 

○ 対象・定員 一般社会人のかた 定員６０名 

○ 申 込 方 法 開催日前日までに受講を希望する講座名、開催日と住所、氏名（ふりがな）、性別、年

齢、連絡先の電話番号を記入し、はがき、ＦＡＸ又はＥ－ｍａｉｌでお申込みください。 

はがきのあて先：〒030-0196青森市大字合子沢字山崎153番地4 

青森公立大学地域研究センター公開講座係 

ＦＡＸ送り先：青森公立大学地域研究センター 017-764-1593 

Ｅ－ｍａｉｌアドレス： kouza@bb.nebuta.ac.jp 

○ お問合わせ 地域研究センター公開講座係 電話 017-764-15８９ 

主催 青森公立大学地域研究センター  ＵＲＬ http://www.nebuta.ac.jp/chiken/ 


